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の契約打ち切り・ f震い止めJ，無業者の増加など，雇用の型枠が崩れた「雇用の液状化J(中野， 2006) とい
われる状況や，高卒求人倍率の低下・求職難，早期離・転職などが全国的に広がっている(乾， 2002;本田，
2005 ;小杉， 2005;熊沢，2006・2007)10 鳥取でも厳しい情勢になっている。なぜこうなったのであろうか。
その背景には，経済のグローパル競争の影響で、コスト削減を一段と追求する金業が，雇用の f非正規J化・







f労働者派遣法jの 1986年施行や 1998年の労働基準法「改正」などの労働法の見産しゃ， 1995年の J臼
経連」の「新時代の『日本的経営主に基づく労働市場の流動化を背景として，企業は麗用政策を「非正規」
雇用化へと「念、転呂Jした(木下， 2007)。総務省の f平成四年就業構造基本調査J(2008)によると，雇用

































の半分以上の間数でー採用があった企業j を「継続企業J，r 1閉しか採用がなかった企業Jを f単年度採用企
業j と名付けて分析した。その結果，継続性の強し、企業は大手企業であるが，それでもその「実績関係」は



























































































































l 最近、アメリカに端を発する f金融崩壊」ともいえる嵐が世界ff，E済を襲っている。日本では， 大企業を中心として派
遣切り」や車協議内定の取り消しなど， 企業責任を放楽したとしかし、えないリストラ策を相次いで打ち出している。そのため，
若者をはじめとする多くの働く人々の生活と権利は、深刻な状況に追い込まれている。
2 フリー ター jについては，内原府の「国民生活自主雲jと厚生労働省の f厚生労働白書きjとでは定義が異なる。しかし，
正社員以外の庭用形態で働く者(パー ト・アルバイト， r派遣J，誇負労働者，自営など)と，就業を希望しながら倒Jし、てし、







6 鳥取労働局による f平成 14年新規高等学校卒業者在職期間J.lIJ離職状況j調変である。
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